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4月に発足されたシエラレオネ母子手帳技術部会が作成した母
子手帳を持って、フリータウン郊外で保健所スタッフと妊産婦
さんたちからの意見聴取を行ないました。



保健省関係局スタッフがプジョン県とモヤンバ県で対象保健所決定の
ため候補となった保健所を訪問。保健所スタッフ地域住民と対話をお
こないました。



母子手帳技術部会の保健省メンバーにより、母子手帳導入調査対象７
保健所のスタッフに、母子手帳に関する研修が行われました。
研修後、妊婦に配布する母子手帳が、各保健所長に手渡されました。



保健所スタッフ研修と並行して、実施前状況確認（ベースライン）調
査が行なわれました。これは、母子手帳を活用することによって、ど
れだけ効果があったかを後に確認するための、情報収集です。

就学経験なし 41%

小学校就学経験あり 19%

中学校就学経験あり 24%

中卒以上学歴 16%

自己収入なし扶養状態 37%

不安定少額自己収入あり 59%

安定自己収入あり 4%

妊産婦教育レベル 妊産婦収入状況

年齢別妊娠回数分布図
妊娠回数

現
在
年
齢

出産後1年未満 1%

出産後1-2年 17%

出産後2-4年 48%

出産後4年以上 34%

過去の平均妊娠間隔

教育レベル 妊娠・出産期の
基本情報理解な
し

子どもの成長
の基本情報理
解なし

就学なし 57% 61%

小学校 50% 64%

中学校 62% 69%

妊娠・出産・子どもの成長基本情報理解

調査対象者の22％は、出
産前検診、乳幼児健診・
予防接種の重要性が理解
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12月にバンコクで開催された国際母子手帳会議に、シエラレオネ母
子手帳開発の中心的存在である看護助産局長と、周産期子ども局の担
当者が出席し、シエラレオネで始まった調査について発表しました。
先立って母子手帳を導入している多くの国の出席者より貴重な助言を
たくさんいただきました。



シエラレオネで母子手帳を導入するきっかけになった、日本で
の母子保健研修を実施いただいたJICA沖縄センターの関係者
の方々が、母子手帳導入調査を視察に来てくれました。



妊婦さんたちに、母子手帳の配布が、対象保健所で開始されました。
今回の導入調査では、1回目の妊産婦検診で母子手帳を受け取った妊
婦さんたちが、妊娠・出産・子育てにおいてどれだけ母子手帳を活用
できるかを調査します。


